
本研究は、子どもの学習・生活支援に従事する大学生・大学院生支援員(以下、「大学生等」)と事業管理者の双方へのインタビューを通じ

て、大学生等が支援に関わることの多面的な意義（子どもへの影響、大学生自身の成長、両者の相互作用）と、その意義を最大化するための

運営上の課題（ボランティアマネジメント、持続可能な運営モデル等）を統合的に分析する。本研究によって、大学生等による学習支援の有

効性を高めるための具体的な運営モデルや実践的示唆を提示することができれば、全国で同様の事業を展開する自治体や NPO 法人等の質の

向上と持続可能な展開に貢献でき、ひいては子どもの貧困という社会課題の解決に寄与することが期待される。 
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